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事前参加申し込みは不要です。 

会場まで直接お越しください。 

 

 
 エクソソームは、多様な細胞から放出される細胞外小胞の一種で、さまざまな細胞応答を引き起こしま

す。直径約 100nm の脂質二重膜で囲まれ、分泌細胞由来の膜タンパク質や細胞質成分を含みます。そ

の構成は細胞や疾患ごとに異なるため、血液や尿など体液中のエクソソームを解析することで、病気の

早期発見や予後診断への応用が期待されています。かつてエクソソームは、不要な細胞内成分を排出

する機構と考えられていました。特にアルツハイマー病やパーキンソン病では、原因タンパク質がエクソ

ソームを介して細胞外に放出され、疾患の発症に関与するとされています。一方、エクソソームは標的細

胞へ分子を運搬し、細胞間の情報伝達を担う重要な役割も果たします。例えば、免疫細胞間の活性制御

や、がん細胞由来エクソソームによる転移促進作用などが確認されています。また、間葉系幹細胞が放

出するエクソソームには抗炎症・抗線維化作用があり、再生医療や美容分野でも大きな注目を集めてい

ます。 

 エクソソームは細胞間メッセンジャーとして重要な役割を担いますが、その全容はまだ解明されていま

せん。私たちは最先端の解析技術を駆使し、エクソソームの生理・病態生理機能の解明に取り組むととも

に、高純度精製法や高感度定量法、機能改変技術の確立を進めています。これにより、エクソソームを

活用した革新的な予防・診断・治療法の開発を目指しています。本講演では、これらの研究成果をもとに、

エクソソームの機能解明と医療応用の可能性について詳しく解説いたします。 
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